
2017年3月吉日 

    高原リゾート施設「びわ湖バレイ」を運営するびわ湖バレイ株式会社（滋賀県大津市   取締役社長：俣

野 博志）は、2017年4月5日（水）標高1,100m「びわ湖バレイ」山頂の「びわ湖テラス」にて『びわ湖天空

茶会』を開催致します。 
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『びわ湖テラス』は、「びわ湖バレイ」打見山頂エリアの琵琶湖側に面し、最も眺望の良い場に昨年夏に

オープンしたテラスです。琵琶湖の雄大な絶景を南から北まで約8割見渡すことができ、視界の良い日に

は、遠く大阪のアベノハルカスや信州南アルプスまでご覧頂ける日もあります。併設のカフェでは、地元・

滋賀県の食材を活かしたスイーツなどのメニューを味わいながら、圧倒的なスケールで目の前に広がる

琵琶湖の風景をゆっくりと眺めるという “非日常の贅沢な時間” をお過ごしいただけます。 

『びわ湖テラス』にて 
2017年４月５日（水）に『びわ湖天空茶会』を実施します   

天空から臨む日本一の絶景をひとりじめ、至高の一服。 

Press Release 

びわ湖テラス 
  面積：1,150㎡  カフェ席：149席（室内101席、屋外48席） 

  カフェ営業時間:10:30～16：00（土日祝は10：00～） FOODは11：00～15：30 L.O 

テラス見取図 

琵琶湖 → 

ロープウェイ山頂駅 カフェでは地元産のグルメが楽しめる。 
写真は流通の少ない「びわサーモン」のフライと、 

日本茶発祥の地「近江」の近江茶を練り込んだジェラート。 

上質感にこだわったデザイナーズ家具を配し、 
ゆったりとした雰囲気を演出するカフェ。 

びわ湖テラス全景 琵琶湖に向けて広がる三層構造 
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びわ湖テラス OPEN記念イベントのご案内 びわ湖天空茶会 

標高1,100m、びわ湖テラスは冬の間、過酷な風雪に耐えながら、 
3/18（土）に漸く春のOPENを迎えることができました。 

 
びわ湖天空茶会は、そのびわ湖テラスが迎える初めての春を記念して、 

日本茶発祥の地「近江」の抹茶を使い、お茶のお振る舞いを行うものです。 
 

同時期は山麓で1,000本桜が1,500mに渡り見ごろを迎える時期です。 
雪深い山岳リゾートの春を多くの方に知って頂きたく、 

ぜひマスコミの皆様にご覧頂きたく存じます。 

＜びわ湖バレイの施設概要＞ 

場  所：滋賀県大津市木戸1547-1 

営業期間：無休（ただし、4月・6月・12月に休業期間あり） 

営業時間：平日 9:30～17:00 土・日・祝日 9:00～17:00 
        営業期間・営業時間とも天候等により変更となる場合あり 

駐  車  場：あり（1台 500円） 冬期は1,000円 

入  園  料：ロープウェイ料金 大人1名 往復2,200円 
        リフト（繁忙期のみ営業）を利用する際は、別途料金が必要 

アクセス：【車】名神高速道路 京都東ICより湖西道路 
                             志賀ICより 約10Km 
                  【電車】JR湖西線 志賀駅よりバス約15分、徒歩約30分 

※価格は税込み表記です 

びわ湖天空茶会 会場↑ 

【 びわ湖天空茶会 】 
   

  桜シーズンの開始初日に、びわ湖テラスにて本格的な野点で抹茶のお振舞いを致します。 
 

開催日：2017年4月5日（水） 
 

  時間：11:00 ～ 14：00～ 

  お振舞い 各回 お抹茶（お薄茶）１００杯  
   

会場内に桜の生花を配置し、琵琶湖と桜とお抹茶を楽しんでいただく趣向です。 

山麓には、湖を望むさくらが約1,000本・1,500mに渡り楽しめる 
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